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Organic molecules with internal rotation are very good candidates of interstellar molecule.  

Molecules in torsionally excited states are more difficult to assign than the ground state because the 

splitting caused by the internal rotation is larger and weaker signal.  Trans-ethyl methyl ether was 

discovered in W51e2. In t-ethyl methyl ether, there are two methyl groups; one is bonded to the oxygen and 

the other is bonded to the carbon. We succeeded to assign the transitions due to t-ethyl methyl ether in the 

torsionally excited state related to the oxygen-bonded methyl group by using Stark-type microwave 

spectrometer.  The analysis considering two methyl groups will be presented. 

 

[序] 内部回転（ねじれ振動）を有する有機分子は星間分子の良い候補である。t-エチルメチルエ

ーテルは W51e21で確認された星間分子である。酸素と炭素にそれぞれ結合した 2 つのメチル基に

よる内部回転による分裂を持っており、その振動数はそれぞれ 248 cm-1 と 278 cm-1 である。ねじ

れ振動の振動数は一般的に小さいため、室温でもねじれ振動励起状態に分子が十分に分布してい

るため、そのスペクトルは複雑である。特にねじれ振動励起状態では内部回転による分裂幅が基

底状態と比べて、大きくなるため、帰属をつけることが難しい。本研究では酸素に結合したメチ

ル基によるねじれ振動が励起された状態の帰属をつけることができたので、報告する。 

[実験] ねじれ振動

励起状態の帰属づけ

を容易にするために、
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に示す。 

[結果・解析] 基底状

態と比較して、炭素

に結合したメチル基

による分裂はほぼ同
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じで、酸素に結合したメチル基によるねじれ振動による分裂は大きくなるとパターンを予測した。

既に存在する室温で測定したスペクトルとの強度比較、Stark 効果、分裂パターンを総合して K = 1 

– 0 の遷移の帰属をつけることができた。二つのねじれ振動（メチル基内部回転）により４本に分

裂したスペクトルパターンの解析は、３個のメチル基内部回転を有する N,N-dimethylacetamide の

回転スペクトル2の解析のために tunneling matrix formalism に基づいて作られたプログラムを用い

て行った。現在までのところ、Q, R-branch 合わせて 164 本の遷移を解析し、rms = 39 kHz となっ

た。今後は異なる K の値の帰属を進め、より正確な分子定数を決める予定である。 
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